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中
国
経
済
産
業
局

知
財
経
営

普
及
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

中
国
経
済
産
業
局
は
、
知
的
財
産
権
制

度
に
関
心
の
薄
い
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
対
象
に
、
知
財
経
営
の
普
及
啓
発
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
配
信
で
行
う
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
も
う
け
の
花
道
」（http

:
//w

w
w
.m

ouke.tv

）
を
開
設
し
た
。

知
財
を
活
用
し
た
経
営
戦
略
の
成
功
例

を
、
経
営
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
た
動

画
で
紹
介
。
失
敗
例
で
は
、
市
立
大
学
生

が
作
成
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
、

弁
護
士
や
弁
理
士
が
失
敗
原
因
を
解
説
す

る
。
大
学
、
試
験
機
関
、
企
業
な
ど
の
新

技
術
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
新
製
品
の
ニ

ュ
ー
ス
も
提
供
。動
画
は
�株
テ
イ
・
エ
ス
・
エ

ス
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
す
る
。

三
宅
本
店
が
８
日

千
福
新
酒
ま
つ
り

�株
三
宅
本
店
（
呉
市

本
通
七
丁
目
九
―
一

〇
、三
宅
清
嗣
社
長
）

は
、
１１
月
８
日
午
前
９
時
半
か
ら
「
０
８

年
千
福
新
酒
ま
つ
り
」
を
開
く
。
敷
地
内

の
工
場
見
学
や
新
酒
試
飲
、櫂
入
れ
体
験
、

グ
ッ
ズ
販
売
の
ほ
か
、
こ
も
巻
き
実
演
、

酒
な
べ
試
食
、
鏡
開
き
体
験
、
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
な
ど
を
行
う
。新
酒
の
呉
宝
庫
は
、

四
年
連
続
で
全
国
新
酒
鑑
評
会
の
金
賞
を

受
賞
し
た
瀬
戸
富
央
杜
杜
氏
が
手
掛
け
た

本
醸
造
酒
。
七
二
〇
�
�
が
九
四
五
円
、

一
・
八
�
が
二
一
〇
〇
円
。
当
日
は
夕
方

以
降
に
「
第
一
回
呉
酒
ま
つ
り
」
も
行
わ

れ
、
相
乗
効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

▽
県
や
県
職
業
能
力
開
発
協
会
な
ど
は
１１

月
１４
、
１５
日
に「
ひ
ろ
し
ま
技
能
フ
ェ
ア
」

を
県
立
広
島
産
業
会
館
西
展
示
館
で
開
く
。

マ
ツ
ダ
や
中
電
工
に
よ
る
技
能
五
輪
試
験

課
題
の
実
演
ほ
か
、
県
板
金
工
業
組
合
や

�社
日
本
塗
装
工
業
会
広
島
県
支
部
な
ど
が

各
技
術
の
実
演
、
展
示
を
行
う
。
県
内
の

卓
越
し
た
技
能
者
の
中
で
特
に
優
れ
た
人

を
県
が
認
定
し
た
「
ひ
ろ
し
ま
マ
イ
ス
タ

ー
」
に
よ
る
実
演
・
技
能
指
導
も
実
施
。

参
加
無
料
。
�電
五
一
三
―
三
四
三
一
（
県

職
業
能
力
開
発
課
）。

▽
日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

ズ
協
会
広
島
支
部
（
磯
�
紀
夫
支
部
長
、

三
一
七
七
会
員
）
は
、
１１
月
１
日
午
前
１０

時
半
か
ら
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
「
Ｆ
Ｐ
フ
ォ

ー
ラ
ム
広
島
」
を
開
く
。

Ｆ
Ｐ
普
及
の
一
環
で
、
毎
年
１１
月
の
第

一
土
曜
に
国
内
各
支
部
が
行
う
生
活
者
向

け
の
講
演
会
と
無
料
相
談
会
。
広
島
は
教

育
資
金
必
要
世
代
、
シ
ン
グ
ル
、
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
の
年
代
別
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の

ほ
か
、
資
産
運
用
、
保
険
見
直
し
、
相
続

関
係
、
公
的
年
金
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
八
つ

の
セ
ミ
ナ
ー
と
、
無
料
相
談
会
を
行
う
。

各
定
員
六
〇
人
で
、
無
料
相
談
会
は
先
着

三
〇
組
。
�電
〇
一
二
〇
―
八
七
四
―
〇
〇

九
。https://w

w
w
.jafp.or.jp/tbb/?h

ojin_cd=934

。

▽
三
次
市
の
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館

は
１１
月
２
日
〜
１
月
１１
日
、「
中
国
・
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
博
物
館
所
蔵
〜
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
の
至
宝
展
」
を
開

く
。
�電
〇
八
二
四
―
六
五
―
〇
〇
一
〇
。

耳
鳴
り
は
一
生

治
ら
な
い
。
み
ん

な
が
そ
う
言
う
。

な
ら
ば
最
初
か
ら

諦
め
る
。
そ
う
思

っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
今
回
は
ど
ん
な
耳
鳴
り
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
治
療
に
よ
っ
て
治
る
場
合
や

検
査
が
必
要
な
耳
鳴
り
も
あ
り
ま
す
の
で

そ
れ
ら
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
耳
鳴

り
に
は
生
理
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
完

全
な
無
音
状
態
で
シ
ー
ン
と
い
う
音
が
聞

こ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
病

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
的
な
耳

鳴
り
の
中
に
は
難
聴
と
と
も
に
起
こ
る
こ

と
が
多
く
、
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
、
突

発
性
難
聴
や
メ
ニ
エ
ル
病
な
ど
軽
度
の
難

聴
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
早
い
時
期
で
あ
れ
ば
、
治
療
に
よ

っ
て
治
り
ま
す
。
ま
た
、
音
色
が
変
化
し

た
り
、
徐
々
に
大
き
く
な
っ
た
場
合
は
注

意
が
必
要
で
す
。
希
で
は
あ
り
ま
す
が
、

良
性
の
腫
瘍
で
聴
神
経
腫
瘍
に
よ
っ
て
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と

い
っ
た
画
像
の
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
血
管
性
耳
鳴
・
筋
肉
性
耳

鳴
・
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
全
身
的
な
病

気
に
伴
う
耳
鳴
り
も
あ
り
ま
す
。
耳
鳴
り

を
起
こ
し
て
い
る
病
気
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
そ
の
病
気
を
治
療
し
ま
す
。
高
齢
者

で
は
老
人
性
難
聴
と
い
っ
て
、
高
音
域
の

難
聴
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
耳
鳴
り

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
も
あ
る
意
味
生
理

的
な
変
化
と
い
え
ま
す
。
全
く
異
常
が
無

い
の
に
耳
鳴
り
が
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
症
状
が
出
て
初
期
に
は
治

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
テ
ロ
イ

ド
・
ビ
タ
ミ
ン
剤
・
循
環
改
善
剤
・
安
定

剤
な
ど
内
服
で
治
療
し
ま
す
。
ま
た
、
遮

蔽
（
マ
ス
カ
ー
）
療
法
、
こ
こ
数
年
注
目

さ
れ
て
い
る
治
療
法
と
し
て
Ｔ
Ｒ
Ｔ
療
法

（
耳
鳴
順
応
療
法
）
が
あ
り
ま
す
。
急
性

期
は
耳
鳴
り
を
止
め
る
治
療
、
慢
性
期
に

は
慣
れ
る
治
療
が
主
体
と
な
り
ま
す
。
多

く
の
方
が
耳
鳴
り
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
気

に
な
ら
な
い
方
が
お
ら
れ
る
一
方
、
仕
事

が
手
に
付
か
な
い
、
眠
れ
な
い
と
日
常
生

活
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。た
か
が
耳
鳴

り
さ
れ
ど
耳
鳴
り

で
す
。最
初
か
ら
諦

め
る
の
で
は
な
く
、

一
度
専
門
医
に
相

談
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

耳
鳴
り

広
島
市
佐
伯
区
医
師
会
理
事

青
木
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

青
木

正
則

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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